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分析BYD
「爆速」開発と品質のレビュー
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モビリティを考えようモビリティを考えよう

2

BYDBYD

VWVW

トヨタトヨタ

一人勝ちのBYD一人勝ちのBYD

２０２２年以降急成⾧を続けるBYD。２０２２年３月にエンジン車の生産に終止符。
新エネルギー車（EV,PHV)に特化し急成⾧を果たしている。背後には政府からの巨
額の助成金もある模様（自動車ブログ「Life in the FAST LANE」によると２０２２年
だけで３，４８０億円）。

２０２２年以降急成⾧を続けるBYD。２０２２年３月にエンジン車の生産に終止符。
新エネルギー車（EV,PHV)に特化し急成⾧を果たしている。背後には政府からの巨
額の助成金もある模様（自動車ブログ「Life in the FAST LANE」によると２０２２年
だけで３，４８０億円）。
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中国トップ３（ＢＹＤ，ＶＷ，トヨタ）販売台数推移（２０２３年）中国トップ３（ＢＹＤ，ＶＷ，トヨタ）販売台数推移（２０２３年）

BYDBYD

VWVW

トヨタトヨタ

販
売
台
数
、
台

ＢＹＤは２０２３年4月以降、ＶＷを抜き中国販売トップの座を固めた。
VWも盛り返そうとしたが品ぞろえと価格でBYDに太刀打ちできなかった。
ＢＹＤは２０２３年4月以降、ＶＷを抜き中国販売トップの座を固めた。
VWも盛り返そうとしたが品ぞろえと価格でBYDに太刀打ちできなかった。
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（出所）CPCA(China Passenger Car Association)のデータを用いて筆者作成
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２０２３年中国新車販売トップ１０２０２３年中国新車販売トップ１０
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（出所）CPCA(China Passenger Car Association)のデータを用いて筆者作成

中国トップ１０のうち７モデルが新エネ車、そのうち５モデルがBYD。中国トップ１０のうち７モデルが新エネ車、そのうち５モデルがBYD。
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２０２４年第一四半期 中国販売台数ベスト５ブランド２０２４年第一四半期 中国販売台数ベスト５ブランド

販
売
台
数
、
台

+15.1%

+8.7%

-4.4%
+41.5% +7.4%

テスラの第一四半期の中国販売は133,700台

２０２４年に入ってもBYDの快進撃は続き、VWやトヨタの差は広がりつつある。２０２４年に入ってもBYDの快進撃は続き、VWやトヨタの差は広がりつつある。
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開発スピード開発スピード アジャイル開発アジャイル開発

垂直統合

品質品質

コネクテッドコネクテッド

OS（オペレーティング
スタンダード）

OS（オペレーティング
スタンダード）

電気・電子アーキテクチャー電気・電子アーキテクチャー

低価格低価格
垂直統合

政府からの助成金政府からの助成金

過当競争過当競争 国内の過剰な生産能力国内の過剰な生産能力

工場の稼働率の低下工場の稼働率の低下

輸出に活路

全体と要素技術全体と要素技術

初期品質

耐久品質

販売後のカスタマーハンドリング

ソフトウエアソフトウエア

国内市場の成⾧鈍化国内市場の成⾧鈍化

SDV(Software Defined Vehicle)SDV(Software Defined Vehicle)
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電気・電子アーキテクチャー電気・電子アーキテクチャー

分散型分散型 ドメイン型ドメイン型 中央集中型中央集中型

（出所）名古屋工業大学 各務学教授

個別最適個別最適 全体最適全体最適

ソフトとハードを切り離すことによって、ハードから独立してソフトを改良し
ネットでソフトを頻繁に更新進化させる。
ソフトとハードを切り離すことによって、ハードから独立してソフトを改良し
ネットでソフトを頻繁に更新進化させる。

BYDは２０１８年に人、コンピューター、クルマ、クラウドの４要素をつなぐ
車載インテリジェントコネクテッドシステムを発表。
BYDは２０１８年に人、コンピューター、クルマ、クラウドの４要素をつなぐ
車載インテリジェントコネクテッドシステムを発表。
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ソフトウエア開発方法ソフトウエア開発方法
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（出所）富士通ソフトウェアテクノロジーズ

アジャイル開発は市場からのフィードバック
を取り入れながら質を上げていくアプローチ
で、OTAの環境があって初めて成立する。

アジャイル開発は市場からのフィードバック
を取り入れながら質を上げていくアプローチ
で、OTAの環境があって初めて成立する。
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BYDの歴史概要BYDの歴史概要

１９９５年 BYD設立。携帯電話用ニッカド電池製造

２００３年 秦川自動車有限公司を買収

２００５年 低価格乗用車「F3」を発売

リン酸鉄リチウムイオン電池の開発をスタート
２００８年 世界初の量産型PHV「F3DM」を発売

２０１１年 初のEV「e6」を発売

DM-iテクノロジーを発表
２０２０年 ブレードバッテリーを発表

２０１９年 トヨタと合弁「BYD TOYOTA EV TECHNOLOGY COMPANY] 設立合意

２０１６年 Wolfgang Egger氏をデザインヘッドに採用。「王朝シリーズ」の
コンセプトを刷新

２０２１年 「海洋シリーズ」がスタート

２０１８年 車載インテリジェントコネクテッドシステム「DiLink」を発表

乗用車の輸出を開始（ノルウェー、南米）

２０２３年 プレミアムブランド「仰望」（ヤンワン）等を発表

２０１２年 「王朝シリーズ」がスタート

２０２４年３月２５日
新エネ車の生産が累計７００万台に
２０２４年３月２５日
新エネ車の生産が累計７００万台に

F3(2005)
BYD最初のクルマ

F3DM(2008)
BYD最初のPHV

e6(2009)
BYD最初のEV

トヨタカローラのコピー。約1万ドルの低価格。
20か月で10万台販売

F6(2007) ホンダアコードのまね（少し大きなセダン）

F3のPHV版。世界初の量産PHV
2010年まで政府、銀行等でフリートとして使用

2009年デトロイトオートショーで量産型EVとして出品。
2011年から中国で発売（タクシー用）

BYDの自動車メーカーとしての礎BYDの自動車メーカーとしての礎
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F3(2005) F6(2007) F3DM(2008) e6(2009)

「模倣を組み合わせるとイノベーション」との考えで礎を築いたBYD。「模倣を組み合わせるとイノベーション」との考えで礎を築いたBYD。
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BYDの製品群BYDの製品群

王朝シリーズ

海洋シリーズ

eシリーズ

2012年Qinからスタート

2021年Dolphinからスタート

フリートセールス用（ライドシェア、タクシー）

BYDブランドBYDブランド

プレミアムブランドプレミアムブランド

Denza（騰勢）

Yangwang（仰望）

Fangchengbao（方程豹）

2010年ダイムラーとの合弁でスタート、2021年再構築

2023年6月より。オフロードビークルに焦点

2023年1月より

11

ハイエンドのモデルでブランドイメージを築くことからスタートしたテスラと
真逆のアプローチでBYDは進んでいる。プレミアムブランドでブランドイメー
ジを築けるかの正念場が始まっている。

ハイエンドのモデルでブランドイメージを築くことからスタートしたテスラと
真逆のアプローチでBYDは進んでいる。プレミアムブランドでブランドイメー
ジを築けるかの正念場が始まっている。
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BYDモデルの進展と記号BYDモデルの進展と記号

Pro （第１世代）

Plus（第２世代）

L（第３世代）

DM (Dual Mode)

DM-i (Dual Mode intelligent)

DM-p (Dual Mode powerful)

燃費向上を重視

走行性能を重視

モデル全体についてモデル全体について

PHVについてPHVについて

基本は1.5L直4ターボエンジン搭載

M（第４世代）

Song Plus DM-i

Song Pro DM Songの第１世代でDM仕様

Songの第２世代でDM-i仕様

表示例
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Song（宋）

Qin（秦）

Yuan（元）

Tang（唐）

Han（漢）

2020 2021 2022 2023 202420192018

Pro
DM/EV

Plus
DM-i/EV

L
DM-i

Pro
DM/EV

Plus
DM-i/EV

Pro
EV

Plus
EV
Atto3

L
EV
Yuan UP

DM-i DM-pEV

DM/EV DM-i
DM-p
EV Green Edition

BYD王朝シリーズ新モデル投入実績BYD王朝シリーズ新モデル投入実績

コンパクトセダン

ミッドサイズクロスオーバーSUV

サブコンパクトクロスオーバーSUV

ミッドサイズクロスオーバーSUV

フルサイズセダン

新エネ車の開発に集中新エネ車の開発に集中

王朝シリーズの新製品投入間隔は１～３年と短い。王朝シリーズの新製品投入間隔は１～３年と短い。
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Dolphin（海豚）

Seal（海豹）

2020 2021 2022 2023 202420192018

BYD海洋シリーズ新モデル投入実績BYD海洋シリーズ新モデル投入実績

ミッドサイズセダン

コンパクトハッチバック

新エネ車の開発に集中新エネ車の開発に集中

EV DM-i

EV

Seagull（海鴎） EV

Dolphin Miniとして中南米に輸出
EVシティカー

Sea Lion 07 EV

Frigate 07 (护卫舰) DM-i
DM-pPHVミッドサイズクロスオーバーSUV

EVミッドサイズクロスオーバーSUV
（海獅）

Destroyer 05（驱逐舰） DM-i
コンパクトセダン
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2020 2021 2022 2023 202420192018

プレミアムブランド モデル投入実績プレミアムブランド モデル投入実績
新エネ車の開発に集中新エネ車の開発に集中

EVDenza N7
ミッドサイズクロスオーバーSUV

Denza N8
ミッドサイズクロスオーバーSUV

PHV

Denza D9
ミニバン MPV

PHV
EV

Yangwang U7
フルサイズラグジュアリーセダン

EV

Yangwang U8
フルサイズラグジュアリーSUV

PHV

Yangwang U9
スーパーカー

EV

Fangchengbao Bao5
ミッドサイズSUV

PHV

16

新モデル投入数（2022年～2024年）新モデル投入数（2022年～2024年）

2024年2023年2022年

308王朝

124海洋

331プレミアム

13 5 7

Yangwang (仰望)U7 Yangwang (仰望)U9

Yangwang (仰望)U8
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深圳市

⾧沙市

西安市

合肥市

鄭州市

済南市

常州市

BYD中国国内自動車組立工場所在地BYD中国国内自動車組立工場所在地

Shenzhen

Changsha

Xian

Hefei

Changzhou

Zhengzhou

Jinan

現時点でのBYDの中国での生産能
力は年産４００万台と思われる。
現時点でのBYDの中国での生産能
力は年産４００万台と思われる。

これに将来海外生産能力６０万台
が加わる計画となっている。
これに将来海外生産能力６０万台
が加わる計画となっている。
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EV, 211,063 

PHV, 31,696 

BYDの輸出台数推移（２０２３年）BYDの輸出台数推移（２０２３年）

２０２２年輸出台数： ５５，６５６台

２０２３年輸出台数：２４２，７５９台
4.36倍4.36倍
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BYDのモデル別輸出台数（２０２３年）BYDのモデル別輸出台数（２０２３年）

Seal:ミッドサイズセダン(EV)

Song Plusコンパクトクロス
オーバーSUV (EV/PHV)

Dolphin:コンパクト
ハッチバック(EV)

ATTO3:コンパクトクロス
オーバーSUV (EV)

主に南米へ

日本では2023年1月から販売

日本では2023年9月から販売

日本では2024年中頃から販売予定
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EV走行時の
電費

EV走行距離バッテリー
容量

エンジンモデル

5.5km/kWh100km
(NEDC)

18.1kWh1.5L
ターボ

BYD Song plus DM-i

5.2km/kWh112km
(NEDC)

21.5kWh1.5L
ターボ

BYD Tang DM-i

6.4km/kWh87km
(WLTP)

13.6kWh2.0Lトヨタプリウス
PHEV（第５世代）

NEDC（New European Driving Cycle)
WLTP(Worldwide harmonized Light Vehicles Test Procedure)

PHVの基本性能比較（BYD vs. Toyota)PHVの基本性能比較（BYD vs. Toyota)

BYD Song Plus DM-i BYD Tang DM-i トヨタプリウスPHEV
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J.D.パワー耐久品質ランキング（２０２３年）J.D.パワー耐久品質ランキング（２０２３年）

トヨタトヨタ

トヨタトヨタ

ホンダホンダ

ホンダホンダ

三菱三菱

日産日産

マツダマツダ

BYDBYD

１３～４８か月の経過車のオーナー
が過去半年に経験した不具合数

耐久品質において全体的には外資メーカーが中国地場メーカーに勝っている。耐久品質において全体的には外資メーカーが中国地場メーカーに勝っている。

22

J.D.パワー新エネ車満足度（２０２３年）J.D.パワー新エネ車満足度（２０２３年）

Mercedes Benz 794

Tesla 788

BMW 778

FAW-VW 777

Buick 771

吉利
⾧安

理想
小鵬 新エネ車の商品力では吉利、⾧安、NIO,理

想、小鵬等がベンツやテスラと互角に競っ
ている。BYDは番外との評価になっている。

新エネ車の商品力では吉利、⾧安、NIO,理
想、小鵬等がベンツやテスラと互角に競っ
ている。BYDは番外との評価になっている。
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車体表面のカビ、車体の傷（スクラッチ）、塗装剥がれ、プラス
チック剥がれ、ルーフのゆがみ（ルーフラックの重さによる）

BYDの品質問題（輸送途中）BYDの品質問題（輸送途中）

ロジスティクス上で発生、発見された不具合を迅速かつ確実に修復する体制
の確立が必要。輸出が急増しているBYDには早急な対応が求められている。
ロジスティクス上で発生、発見された不具合を迅速かつ確実に修復する体制
の確立が必要。輸出が急増しているBYDには早急な対応が求められている。

24

BYDの品質問題と顧客苦情（中国）BYDの品質問題と顧客苦情（中国）

AI(人工知能）を使ってYouTube動画を要約する「eightify」が、YouTubeに
アップロードされたBYDの品質について抽出しまとめたレポート

稚拙な顧客苦情対応と共に、深刻な安全不具合としてブレードバッテリーに
よる火災、構造材の早すぎる錆の発生、事故時のエアバッグの不展開が挙
がっている。
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BYDの品質問題と顧客苦情（中国）BYDの品質問題と顧客苦情（中国）

BYDのフルサイズセダンでありフラッグシップカーであるHAN（漢）でブ
レードバッテリーによる火災が集中的に発生。

BYD803（Atto3）分解時に衝突性能に絡む重要部材に錆が発見された。車体
強度に影響が出るだけでなく、車体寿命やブランドへの信用にも影響も大。

26

BYDの品質問題と顧客苦情（中国）BYDの品質問題と顧客苦情（中国）

事故時にエアバッグが展開しなかった報告が複数ある。HAN（漢）の場合、
搭載しているエアバッグが６つ展開しなかったケースも含まれる。

カスタマーサービスや販売後のサポートが稚拙。「マーケティングは素晴
らしいが苦情や不具合対応が無責任」との別の苦情もある。修理時の部品
の不足や納品の遅れ、修理費用に対する不満も多く報告されている。

25
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BYDの品質問題と顧客苦情（中国）BYDの品質問題と顧客苦情（中国）

BYDのPHV,特にSong Plus(宋）の燃料供給系（燃料タンク）に係る苦情が多数
（昨年７月だけで１，１００件）報告されている。具体的にはEVモードで走
行中に燃料タンクの内圧が上がると突然エンジン走行モードに切り替わるとい
うもの（エンジンモードに切り替えチャコールキャニスターにたまった燃料蒸
気を大気に放出）。
本件については⾧城汽車が「BYDのPHVは高圧タンクでなく常圧タンクを採用
しているのでガソリン蒸発対策になってなく、ガソリン蒸気を大気中に放出し
ており、環境基準を満たしていない」と訴えた。高圧タンクでなく常圧タンク
を採用することによって約１０００元（約2万円）のコスト削減を図っている
BYDの設計手法にも疑問が投げかけられた。
現在、工業情報化省が中心となって調査を進めている。
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政府の支援とBYD政府の支援とBYD

王伝福会⾧ Wang Chuanfu

BYD創設者
化学者（電池研究者）
「中国の電池王」
共産党党員
（全人代の代表を務め
た経験あり）

２０２０年以前、BYDはPHVとEVの販売から利益を生むために政府の助成
金に依存してきた

２０１６年には通年で約１０万台の新エネ車の販売に対して１０億ドル（約
１５００億円）の政府助成金をもらい7.5億ドルの利益を上げた
２０１７～２０１９年は政府助成金の減少によって販売はスローダウン
し収益も大幅に減少した

BYD

VW

トヨタ

２０２２年だけで約３，４８０億円の助成金を政府からもらっている

これとは別に自社でバッテリーを生産することによって間接補助金（税制優
遇等）による恩恵を受けていると報告されている
「BYDは少なくとも３７億ドル（約５５００億円）の政府直接補助金を受け取って
いたことが分かった」（２０２４年ブルームバーグ情報）
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まとめまとめ

 現時点ではJ.D.パワーによる品質評価でBYDは業界平均以下の位置にあり、
BYDの品質に対する顧客の評価は厳しいものになっている。

 BYDはテスラと同時期（２００３年）に自動車産業に参入したが、今までテ
スラがサイバートラックを含めて市場に投入した基本車種が６。一方、BYD
は２０２２年以降に投入した基本車種だけでも２５ある。「爆速」に開発さ
れたそれぞれの製品の設計の質、製造の質、サービスの質、そして耐久信頼
性がこれから国内外の市場で厳しく評価されることになる。

 徹底した垂直統合と政府からの巨額の助成金がBYDの低価格を可能にしてい
るが、国際社会がBYDに対して「アンフェア」と認定すれば、中国からの輸
出は足かせをかけられることになる。

 それぞれの国や地域における環境改善に配慮したトヨタの全方位アプローチに
比べ、BYDのアプローチは低価格を武器とした事業拡大がすべてとの印象を強
く受ける。「中国ブランドを世界ブランドに」との王伝福氏の地場メーカーへ
の呼びかけ（２０２４年４月北京モーターショー）がそれを端的に表している。

 我々消費者には低価格にだまされることなく、「不都合な真実」を見抜く正
確な情報の収集と冷静な判断が環境車の選択においてもかつてないほど強く
求められている。
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